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横須賀海上保安部からの連絡事項

令和２年７月６日



タイトル 連絡事項
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船舶海難発生状況（過去５年）
令和元年の船舶海難発生状況
令和元年の海浜事故発生状況
小型船に対する海難防止に係る取り組み
浦賀水道航路及びその周辺海域における航法指導
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船舶海難発生状況（過去５年）
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• 第三管区内の船舶事故（過去５年）1,296隻のう
ち、横須賀・湘南管内で305隻（23％）が発生

○第三管区内

８63隻
６7％

○横須賀･湘南管内

256隻
８4％

• 船種別で見ると、概ね20トン未満のプレジャーボート、
漁船、遊漁船による海難は、第三管区内では1,296
隻のうち863隻（67％）であるが、横須賀・湘南管
内では305隻のうち、256隻（84％）が発生

1,296隻 305隻

1,296隻
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○湘南管内

○横須賀管内

229隻

76隻

２０４隻
８１％

75隻
９9％

• 同様に、横須賀管内、湘南管内の船舶海難を
船種別で見ると、湘南管内では概ね20トン未
満のプレジャーボート、漁船、遊漁船による海難
が大半を占めている
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○トン階別 船舶海難発生分布図（過去５年間）洲崎以南省略

トン階別船舶海難発生状況（過去５年）

20トン未満の小型船舶
⇒沿岸部集中

赤点：２０ｔ未満
青点：２０ｔ以上



タイトル マリンレジャーに伴う海浜事故発生状況（過去5年間）
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○マリンレジャーに伴う海浜事故者数
（横須賀管内 過去５年間）

○マリンレジャーに伴う海浜事故者数
（横須賀管内 過去５年間）

○マリンレジャーに伴う海浜事故者数
（横須賀管内 過去５年間）

●遊泳中 ●磯遊び中 ●釣り中 ●サーフィン中
●ボードセーリング中 ●スキューバダイビング中
●ウェイクボード中 ●その他 海水浴場
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タイトル 小型船に対する海難防止に係る取り組み
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○ 発航前、機関や燃料等の点検の実施
○ 航行時、常時見張りの徹底
○ 故障時に備え、救助支援者の確保

○ ライフジャケットの常時着用
○ 連絡手段の確保
○ 海のもしもは１１８番

自船の安全確保３か条

自己救命策３つの基本

平成30年度版

マリーナ等のマリンレジャー関係団体に対する海難防止講習会
マリーナ、貸しボート店、釣り具店等への巡回訪問・安全指導
FMラジオを活用した海難防止啓発
巡視船艇による訪船指導
小安協等の民間団体を活用した、自らの海難防止思想の啓蒙 など

【小型船に対する海難防止に係る取り組み】

主な安全指導事項



タイトル 浦賀水道航路及びその周辺海域における航法指導

浦賀水道航路及びその周辺海域においては、横須賀海上保安部所属
巡視船艇を常時配備し、東京湾海上交通センターとの連携のもと、船舶
に対する航法の指導等ふくそう海域のしょう戒を実施

遊漁船とプレジャーボート
約30隻

平成31年2月上旬の浦賀水道航路中央第3号灯浮標付近の状況（航路がほぼ閉塞）

７

遊漁船等の至近を通航する巨大船


